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未来（2050年）を想像出来ますか？

日本の人口推移；少子高齢化・人口減少社会
（出典）総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平
成24年1月推計）:出生中位・死亡中位推計」（各年10月1日現在人口）、厚生労働省「人口動態統計」



僅か
30年

2020年 2050年
日本の人口ピラミッド



日本
2050

65歳

男 女

人口105,804,022
北海道
2019

男 女

日本の未来は北海道の現在 Hokkaido

0% 10%10% 出典；世界の人口ピラミッド
https://www.populationpyramid.net/ja/%E6%97%A5%E6%9C%AC/2050/



【釧路地方】
湿原の生態系の保全・再生の為には、
その集水域全体を視野に入れ、構造と機能を分析し、
変容の解明と共に将来的な変化を予測して対応すべし。

特別保護地区

特別地区

普通地区釧路市

知床半島



未利用地
＝拡大する一方の現在利用されていない元農地

全国的な課題。

しかし、土地利用転換の切り札

未来（2050年頃）の北海道にお
いて自然共生社会実現に
有効な土地利用とは？ 釧路湿原



【目的】

1. 未利用農地の空間分布と定量化
→ リモートセンシングによる分類精度の評価

3. 将来シナリオ（2050年人口分布）に基づく
人と自然に優しい地域創り

自然生態系に負荷が少なく、末永く地域を支え得る

「スマートビレッジ」に関する提言

自然共生社会；

自然の恵みを持続的に利用し
つつ、人々が幸福に暮らせる地
域づくり

2. 流域の空間基盤情報を利用した
土地利用デザイン支援システム

Landsat-8(NASA ;
Landsat Science H.P.より画像引用



【1；未利用農地の空間分布と定量化】

Hokkaido

Tsurui
Village

Watershed of Kushiro Mire

Kushiro 
Mire

釧路川流域に未利用農地はどれくらいあるか？

Kushiro River
watershed
Area:2204.7km2

Kushiro 
Wetland
Area:176.74km2

Kuchoro River 
watershed

Area:123.1km2

（5.6％）

1997年の
土地利用



普通地区

特別地区

釧路湿原
国立公園



森林（樹林化地）
耕作地

牧草地

未利用農地

普通地区

特別地区

釧路湿原
国立公園

圃場の利用状況は様々



（未利用地、
森林、牧草
地、耕作地）

Landsat-8 OLI(Operational Land Imager)
表面反射率Band1～7データセット
（2014,2015の時系列データ）

NDVI画像

現地の農事暦を基に画像を選択

【リモートセン
シングの応用】

トレーニング
データエリア教師付き分類

農地画像

農地ポリゴン

(Maximum Likelihood vs Random Forest)

農地ポリゴン内の未利用農地率の集計

分類精度評価 航空写真判読と現地調査
によるGround Truthポイント

農地分類マップ①

Maximum Likelihood Random Forest
農地分類マップ②



凡例
耕作地
牧草地
森林
未利用地

普通地区

特別地区

釧路湿原
国立公園



釧路川流域の未利用農地率マップ（2015年版）

0 50 100

圃場内の
未利用地面積率 (%)

普通地区

特別地区

釧路湿原
国立公園



畑の46.2％が未利用

0 50 100

圃場内の
未利用地面積率 (%)

鶴居村幌呂川下流部における農地の未利用農地率



鶴居村

釧路川流域

0 50 100

圃場内の
未利用地面積率 (%)

佐久間ほか2017
日本リモートセンシング学会誌

圃場内の
未利用地
面積率

2014-2015年



圃場内の土地利用比率

森林率

耕作地率牧草地率

未利用地率



2. 土地利用デザイン支援システム

酪農 新規農林業 自然再生 再開発

流域内の農地の現状（2015）

未利用地森林耕作地牧草地

畑作 人工林 湿地農業 ニ次林 河川 エネルギ― 社会空間新規 湿地継続

未来の土地利用＝現在の個々の未利用地の行く末



酪農 新規農林業

継続 新規参入 畑作 人工林 湿地農業

牧草地

標茶町役場（JAしべちゃ）

情報の集約と将来予測は必須

若者の大志を技術的にサポート

地理情報の
整備と解析



新規農林業

畑作 人工林 湿地農業

耕作地
釧路町（北限大根）

鶴居村（生きがい野菜倶楽部）

地産地消が環境保全の基本

新たな特産物生産地へのチャレンジ

技術導入による
温暖化適応



新規農林業 自然再生

畑作 人工林 湿地農業 ニ次林 湿地・河川

森林

基幹産業の維持と新たなバイオマス社会への挑戦

低炭素社会へ
の方向転換



未利用地

3. 将来シナリオに基づく人と自然に優しい地域創り

2013鶴居村環境ワークショップ
（亀山他）

新規農林業 自然再生 再開発

畑作 人工林 湿地農業 ニ次林 河川 エネルギ― 社会空間

酪農

新規 湿地



自然再生
ニ次林 河川湿地

流域生態系
の再生

地域特有の
体験型ツーリズム

湿原生態系
の再生

景観・風土と歴史を活かした
グリーンツーリズム空間

湿地は湿地河川は河川に復元。本来の生態系を再生し、
生物多様性保全等の生態系サービスの向上を目指す

どこさんによるホーストレッキング

どさんこ牧場のサマーキャンプ

未利用地



新たなバイオマス社会への挑戦

新規農林業
畑作 人工林 湿地農業

Paludiculture；湿地性植物の有効活用

低炭素社会への
方向転換 グリーンインフラ＆

湿地性農業への挑戦

基幹産業の健全化

未利用地

湿地自体の価値を認め地域特性を最大限に活用



再開発
エネルギー 社会空間

未来の為の空き地をCommunity Supported Agricultureとして健康・感動・癒しの実現へ

未利用地

スマートビレッジ

地域共同体への
帰属意識

産消提携による活力
ある地域共同体

新しいテロワールへの
チャレンジ

Couronne rouge
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将来シナリオ（2050年人口分布）に基づく
自然共生地域創りの検討

自然再生
湿地

自然再生
河川・湿地農業



未利用地率

未来の土地利用＝個々の未利用地の行く末

1km

未利用地ラスター
Landsat8OLIの解析結果（空間分解能30m）

佐久間東陽, 亀山哲, 小野理, 木塚俊和, 三上英敏(2017)
Landsat 8 OLI地表面反射率プロダクトを用いた釧路川流域にお
ける未利用農地分布図の作成, 日本リモートセンシング学会誌
37(5) pp.421-433 
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研究2； 将来シナリオ（2050年人口分布）に基づく
自然共生地域創りの検討

自然再生
湿地

自然再生
河川・湿地農業



鶴居村における分類結果 鶴居村釧路湿原周辺における
土地利用分析結果（2010年）

1km



2050年

普通地区

特別地区

釧路湿原
国立公園

自然再生
（河川・湿地）
湿地性農業
が隣接している地区

1km

Eco-DRR
気候変動
適応

湿地に復元する事の
機能的変化



2050年に向けた将来シナリオに基づく地域創り

2050年2010年

人口分布と土地利用デザイン



弟子屈町（川湯）

2050年2010年

1km



弟子屈町（中心部）

2050年2010年

1km



標茶町（中心部）

2050年2010年

1km



鶴居村（中心部）

2050年2010年

1km



“サルルンカムイの道”
現在7ルートを作成

マルチパーパストレイル
＝多目的に使える小道



スマホやタブレットで表示可能
一般公開も個人での利用も可能



豊かさに出会える道



2021年11月15日 釧路新聞朝刊



感動を人生に残せるインフラ整備！！
「かわたびほっかいどう」+「馬と暮らせるまち」プロジェクト

北海道標茶町内の釧路川河川敷（2021年11月5日）

国土交通省 北海道開発局
釧路開発建設部 治水課
治水専門官(環境担当)  金谷 将志氏提供



次世代の能力開発は基本であり必須

文科省スーパーサイエンスハイスクール
プログラム (つくば市並木中等教育学校, 2013/8/18）

(つくば市
学園の森義務教育学校,2019/11/26)

SDGsの講義
つくば市立小学校

中高生向けの
GISの授業次世代育成がNo.1

生徒数1711人 （2021年度）



【まとめ】

「ここに住みたい！！」
地元の次世代が
そう思える場所をまず造る事

温暖化適応
→勇気ある決断と「先手」が必要

地域社会の持続可能性とは、「時代的な変化
に対応可能な地域とその協働体の能力」

2016年台風11号（標茶床下浸水23戸）

？

？

？

？

？
？

？
？

未来のためにどう使う？

？

？
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